
二

法
第
四
条
第

一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
空

気
銃
の
所
持
の

許
可

イ

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
る
者

〇

〇

〇

ロ

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
な
い

者

〇

〇

〇

〇

三

法
第
五
条
の

四
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
技
能

検
定

イ

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
る
者

〇

〇

〇

〇

ロ

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
な
い

者

〇

〇

〇

〇

四

法
第
七
条
の

三
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
猟
銃

の
所
持
の
許
可

の
更
新

イ

法
第
五
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
（
射
撃
競
技
参
加

選
手
等
を
除
く
。）

〇

〇

〇

〇

〇

ロ

法
第
五
条
の
二
第
三
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
（
射
撃
競
技
参
加

選
手
等
に
限
る
。）及
び
法
第
五
条
の
二
第
三
項
第
五
号
に
該
当
す
る

者

〇

〇

〇

〇

五

法
第
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
の
更
新

〇

〇

〇

〇

六

法
第
九
条
の

五
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
射
撃

教
習
を
受
け
る

資
格
の
認
定

イ

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
る
者

〇

〇

〇

〇

ロ

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
な
い

者

〇

〇

〇

〇

七

法
第
九
条
の

十
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
射
撃

練
習
を
行
う
資

格
の
認
定

イ

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
る
者

〇

〇

〇

〇

〇

ロ

法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
な
い

者

〇

〇

〇

〇

〇

府

令

・

省

令

平成™›年 月˜›日 金曜日 (号外第™—˜号)官 報

備
考

一

〇
印
は
、
許
可
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
欄
の
区
分
ご
と
に
、
申
請
書
に
添
え
る（
講
習
修
了
証
明
書
、

合
格
証
明
書
、
教
習
修
了
証
明
書
、
技
能
講
習
修
了
証
明
書
及
び
許
可
証
に
つ
い
て
は
、
提
示
す
る
）
書

類
を
示
す
も
の
と
す
る
。

二

講
習
修
了
証
明
書
と
は
、
法
第
五
条
の
三
第
二
項
の
講
習
修
了
証
明
書
を
い
う
。

三

合
格
証
明
書
と
は
、
法
第
五
条
の
四
第
二
項
の
合
格
証
明
書
を
い
い
、
教
習
修
了
証
明
書
と
は
、
法
第

九
条
の
五
第
五
項
の
教
習
修
了
証
明
書
を
い
う
。

四

技
能
講
習
修
了
証
明
書
と
は
、
法
第
五
条
の
五
第
二
項
の
技
能
講
習
修
了
証
明
書
を
い
う
。

五

許
可
証
と
は
、
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
現
に
交
付
を
受
け
て
い
る
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所
持
の
許
可
に
係
る
許
可
証
を
い
う
。

六

や
む
を
得
な
い
事
情
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
と
は
、
令
第
十
四
条
各
号
に
掲
げ
る
や
む
を
得
な
い
事
情

に
よ
り
法
第
七
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
更
新
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
事
情
及
び

当
該
事
情
が
や
ん
だ
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
書
類
を
い
う
。

七

使
用
実
績
報
告
書
は
、
別
記
様
式
第
七
十
七
号
の
と
お
り
と
す
る
。

八

経
歴
書
は
、
別
表
第
一
の
別
記
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

九

射
撃
競
技
参
加
選
手
等
と
は
、
当
該
種
類
の
猟
銃
に
係
る
令
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
射
撃
競
技

に
参
加
す
る
選
手
又
は
そ
の
候
補
者
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
し
て
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
か
ら
推
薦

さ
れ
た
者
を
い
う
。

十

法
第
九
条
の
三
第
一
項
の
射
撃
指
導
員
に
あ
つ
て
は
、
講
習
修
了
証
明
書
に
代
え
て
、
第
四
十
五
条
の

射
撃
指
導
員
指
定
書
を
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。

十
一

第
十
一
条
第
一
項
第
七
号
又
は
第
八
号
に
規
定
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
技
能
講
習
修
了
証
明
書
を
提

示
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

十
二

外
国
人
に
あ
つ
て
は
、
戸
籍
抄
本
及
び
住
民
票
の
写
し
に
代
え
て
、
国
籍
等
の
記
載
の
あ
る
住
民
票

の
写
し
を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

十
三

戸
籍
抄
本
、
住
民
票
の
写
し
及
び
経
歴
書
（
以
下
「
戸
籍
抄
本
等
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
は
、
合
格

証
明
書
又
は
教
習
修
了
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
が
、
法

第
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
能
検
定
又
は
法
第
九
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
射
撃
教
習
を

受
け
る
資
格
の
認
定
に
係
る
申
請
書
を
提
出
し
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
対
し
、
法
第
四
条
第
一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
又
は
法
第
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
射
撃
練
習
を
行
う

資
格
の
認
定
に
係
る
申
請
書
を
提
出
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
既
に
提
出
し
た
戸
籍
抄
本
等
の
内
容
に
変
更

の
な
い
と
き
は
、
当
該
申
請
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
て
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
五
十
九
号

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質

及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）第
五
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

核
燃
料
物
質
等
の
運
搬
の
届
出
等
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
昭
和
五
十
三
年
総
理
府
令
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
の
注
13
中
「文

部
科
学
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣

」
を
「原

子
力
規
制
委
員
会

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内

閣

府
、
総

務

省
、
法

務

省
、

外

務

省
、
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省
、
防

衛

省

令
第
一
号

原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
行
政
手
続
等
に
お
け

る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法

及
び
関
係
行
政
機
関
が
所
管
す
る
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
関
係
行
政
機
関
が
所
管
す
る
法
令
に
係
る
行
政
手
続

等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

法
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川
端

達
夫

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

財
務
大
臣

安
住

淳

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

環
境
大
臣

細
野

志

防
衛
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

™™
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